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１．調査の目的

○中山間地が大部分を占める本県には多くの中小河川や

　 農業用の用排水路があり、この豊富な水資源を有効活用

　 した小水力発電の導入を地域全体で取り組み、地域振興

   の契機とすることが望まれる。

○今回県が行う調査は、固定価格買取制度の適用を前提

   に、経済性の観点から小水力発電導入の候補地を評価

　 することを目的としたものである。
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２．これまでの経過 
６月１１日 

６月２０日～７月３１日 市町村による候補地調査・県への提出 

【調査内容】 水路状況（流速、水深、落差、幅）、 
電力用途の意向、河川区分 等 

８月 ９日～９月１０日 既存資料調査（水力開発地点計画策定調査（Ｓ61、資源エネ 
ルギー庁）等） 

９月１１日～２０日 現地調査（市町村選定74箇所、既存資料6箇所、計80箇所） 

【調査内容】 

９月２１日～１０月下旬 現地調査結果の検討 

１０月２２日 
調査状況を報告 

１１月上旬～２月上旬 詳細調査(23箇所) 

【調査内容】 発電量、発電形式、採算性、 
導入スケジュール、課題整理 等 

水路状況測定（流速、水深、落差、断面）、 
周辺の地形や土地・水利用状況確認 等 

第１回島根県再生可能エネルギー導入促進協議会において 
調査の実施方針を検討 

第２回島根県再生可能エネルギー導入促進協議会において 

調査状況を報告 

２月１８日 第３回島根県再生可能エネルギー導入促進協議会において 



小水力発電導入調査スケジュール

月
項　目

6/11(第１回) 10/22（第２回） 2/18（第３回）
○ ○ ○

6/20 7/31

8/9 9/10

9/11 9/20

9/21
○

調査候補地決定

：コンサルタント（中電技術コンサルタント（株））業務

詳　細　調　査

報告書とりまとめ

２月

協　　議　　会

市町村による
候補地調査

既存資料調査

現　地　調　査

現地調査
結果検討

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月
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３．小水力発電候補地　現地調査箇所一覧
箇所
番号

市町村名 所在地
候補地の
施設名称

箇所
番号

市町村名 所在地
候補地の
施設名称

箇所
番号

市町村名 所在地
候補地の
施設名称

1 安来市 大塚町殿川内 殿川内溜池 27 大田市 温泉津町湯里 淵江川 53-1 津和野町 耕田 農業用水路

2 安来市 広瀬町石原 洞貫川 28-1 大田市 三瓶町志学 湯の谷川 53-2 津和野町 耕田 農業用水路（湧水）

3 松江市 東忌部町大川端 向田川えん堤 28-2 大田市 三瓶町志学 早水川（砂防えん堤） 54-1 津和野町 後田 水路

4 松江市 岡本町上岡 岡本川 29-1 大田市 三瓶町多根 埋没林公園　水路 54-2 津和野町 後田 水路

5 松江市 佐草町 佐草川えん堤 29-2 大田市 三瓶町多根 小豆原川滝 55-1 津和野町 後田 水路

6 雲南市 掛合町穴見 穴見川　急流工 30 大田市 三瓶町池田 西田川 55-2 津和野町 後田 水路

7 雲南市 掛合町掛合 三砂用水路 31 大田市 祖式町山中 三俣川 56 吉賀町 田野原 用水路

8 雲南市 三刀屋町 西の原用水路 32 大田市 三瓶町池田 ９号基幹排水路 57 吉賀町 柿木村柿木 柿木発電所排水

9 雲南市 三刀屋町 天神用水路 33 江津市 桜江町今田 用水路（今田） 58 吉賀町 柿木村椛谷 椛谷ダム（砂防）

10 出雲市 野尻町 稗原ダム 34 江津市 跡市町 加志岐ダム 59-1 吉賀町 上高尻 高尻川堰堤２

11 出雲市 大津町 来原岩樋 35 浜田市 金城町小国 小国川頭首工 59-2 吉賀町 有飯 遊歩道(トンネル)

12 出雲市 武志町 武志大樋 36 浜田市 金城町小国 田ノ原用水路 60 隠岐の島町 原田 銚子ダム

13 出雲市 馬木町 馬木岩樋 37 浜田市 金城町波佐 周布川頭首工・魚道 61 隠岐の島町 中村 中村川第3号堰堤（砂防）

14 奥出雲町 八代648-1 2-16号用水路 38 浜田市 三隅町下古和 三隅川頭首工 62 隠岐の島町 郡 郡川砂防堰堤

15 奥出雲町 三成466-16 三成用水路 39 益田市 匹見町道川 出会原用水 63 隠岐の島町 都万 向山川砂防堰堤

16 奥出雲町 亀嵩3966-2先 西湯野砂防えん堤 40 益田市 乙子町1215-4 国営第3揚水機場 64 隠岐の島町 久見 久見川第1号砂防堰堤

17 奥出雲町 上阿井1723-5 川東水路 41 益田市 喜阿弥町イ1339-9 国営第1加圧機場 65 隠岐の島町 原田 近石川砂防堰堤

18 奥出雲町 三沢1663-1先 佐々木原頭首工 42 美郷町 乙原 田水川 66 海士町 知々井 天川の水

19 奥出雲町 大呂1126-4 堂之本枢 43 川本町 川本 田水滝 67 海士町 福井 海士浄化センター

20 奥出雲町 大呂1059-8 五反田枢 44 川本町 因原 八ッ目農業用水路 68 雲南市 大東町篠渕 塩田ダム

21 奥出雲町 下横田101-3 下横田用水路 45 川本町 川下 笹畑滝 69 雲南市 吉田村 深野川

22 奥出雲町 八川65-1 丹波堰組合 46 川本町 三原 三原滝 70 雲南市 掛合町 三刀屋川

23 奥出雲町 八川 坂根ダム 47 川本町 三俣 三谷川（頭首工） 71 浜田市、益田市 三隅町、美都町 矢原川

24 奥出雲町 小馬木49-5先 小森下堰 48 邑南町 下口羽 出羽川 72 吉賀町 柿木村椛谷 古江堂川　砂防堰堤

25 飯南町 頓原2319 頓原町区流雪溝 49 邑南町 下口羽 長田川 73 吉賀町 真田 高尻川　取水堰

26-1 飯南町 小田（立石） 立石　砂防えん堤 50 邑南町 岩屋 岩屋川 80

26-2 飯南町 小田（立石） 砂防えん堤 51 邑南町 井原 濁川

52 邑南町 井原 濁川 河川・砂防えん堤 ３６箇所

農業用用排水施設 ３６箇所

その他（浄化ｾﾝﾀｰ等） 　８箇所

合計 ８０箇所



４．現地調査における視点

○費用対効果が高い(経済性)

○電力を供給する施設や配電線等が近傍にある

○利用目的が周辺施設等への電力供給や地域

　　資源の活用により地域振興を図るもの

※これらの視点から現地調査を行い、経済性の
　 観点から上位23箇所を選定し、詳細調査を実施
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５．詳細調査の結果

１）前提条件

○落差や水路延長等は縮尺1/5,000程度の地形図により推定

○流量は、現地調査結果や既存資料の外、近傍の観測所のデータを流域
　 面積換算して算出

○建設費は、新エネルギー財団の積算基準により概算で算出

○維持管理費(人件費・修繕費等)は資源エネルギー庁の資料により概算
　 で算出。また固定資産税を含む

○建　設　資　金 ：借入１００％（金利２％・返済期間20年）

○売電単価・期間：固定買取制度の調達価格（H24単価）・20年
　　　　   　                  200kW未満                 ：34円/kWh
　　　　　　   　        　   200kW以上1,000kW未満：29円/kWh
        　                    1,000kW以上                ：24円/kWh

　箇所毎の事業費、維持管理費を含めた具体的な発電計画を策定し、経済性の観
点から評価を実施。

　【調査項目】発電量、発電形式、採算性、導入ｽｹｼﾞｭｰﾙ、課題整理等
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２）評価基準

評価Ⅰ 売電単価≧発電原価（採算性がある箇所）

評価Ⅱ 更なる検討を重ね、具体的な建設計画を立てた場合、
採算の可能性がある箇所（売電単価×1.5≧発電原価）

評価Ⅲ 上記以外の箇所

※発電原価（円/kWh）＝発電に係る経費（円）/発電電力量（kWh）

※発電に係る経費（円）＝建設費＋維持管理費等

※近傍の系統空き容量が不足すると考えられる場合、
　 評価Ⅲとする
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No 所在地 地点名・対象施設
電力
用途

（意向）

電力（収入）
供給施設

発電規模 発電原価
（20年平均）

売電
単価

評価 No 所在地 地点名・対象施設
電力
用途

（意向）

電力（収入）
供給施設

発電規模 発電原価
（20年平均）

売電
単価

評価

17
奥出雲町
上阿井

川東水路
農業用用排水路

売電 未定
　・流量：Q=0.33m3/s
　・有効落差：68.5m
　・出力：P=170kW

23円 34円 Ⅰ 34 江津市跡市町
加志岐ダム

ダム
売電 未定

　・流量：Q=1.72m3/s
　・有効落差：5.4m
　・出力：P=66kW

89円 34円 Ⅲ

10 出雲市野尻町
稗原ダム

ダム
売電 未定

　・流量：Q=0.08m3/s
　・有効落差：35.2m
　・出力：P=18kW

45円 34円 Ⅱ 6
雲南市掛合町

穴見
穴見川急流工

普通河川
売電 未定

　・流量：Q=0.46m3/s
　・有効落差：17.7m
　・出力：P=58kW

77円 34円 Ⅲ

13 出雲市馬木町
馬木岩樋

河川内用水路
売電 未定

　・流量：Q=1.09m3/s
　・有効落差：2.6m
　・出力：P=19kW

52円 34円 Ⅱ 7
雲南市掛合町

掛合
三砂用水路

農業用用排水路
売電 交流センター

　・流量：Q=0.04m3/s
　・有効落差：4.8m
　・出力：P=1.2kW

224円 34円 Ⅲ

23 奥出雲町八川
坂根ダム

ダム
売電 土地改良施設

　・流量：Q=0.14m3/s
　・有効落差：44.8m
　・出力：P=41kW

44円 34円 Ⅱ
69
※

雲南市吉田村
曽木

2級河川
売電 未定

　・流量：Q=1.1m3/s
　・有効落差：82.8m
　・出力：P=710kW

47円 29円 Ⅲ

42 美郷町乙原
田水川

普通河川
売電 集会所

　・流量：Q=0.18m3/s
　・有効落差：90m
　・出力：P=120kW

40円 34円 Ⅱ 70 雲南市掛合町
掛合

1級河川
売電 未定

　・流量：Q=2.7m3/s
　・有効落差：37.8m
　・出力：P=800kW

52円 29円 Ⅲ

52 邑南町井原
濁川②

1級河川
売電 未定

　・流量：Q=3.17m3/s
　・有効落差：25.2m
　・出力：P=620kW

43円 29円 Ⅱ 26-2
飯南町

小田（立石）
砂防えん堤 売電

森のホテル
もりのす

　・流量：Q=0.41m3/s
　・有効落差：13.9m
　・出力：P=41kW

84円 34円 Ⅲ

72
吉賀町柿木村

椛谷
古江堂川砂防堰堤

砂防えん堤
売電 未定

　・流量：Q=0.77m3/s
　・有効落差：58.2m
　・出力：P=340kW

47円 29円 Ⅱ 44 川本町因原
八ツ面農業用水路

農業用用水路
売電 未定

　・流量：Q=0.13m3/s
　・有効落差：5.2m
　・出力：P=3.8kW

107円 34円 Ⅲ

73 吉賀町真田 真田 売電 未定
　・流量：Q=3.03m3/s
　・有効落差：37.1m
　・出力：P=880kW

47円 29円 Ⅱ
48
※

邑南町下口羽
出羽川取水～江の川

放流
1級河川

売電 未定
　・流量：Q=6.12m3/s
　・有効落差：29.2m
　・出力：P=1400kW

25円 24円 Ⅲ

60
隠岐の島町

原田
銚子ダム

ダム
売電 未定

　・流量：Q=0.42m3/s
　・有効落差：23.8m
　・出力：P=72kW

43円 34円 Ⅱ 50 邑南町岩屋
岩屋川

1級河川
売電 未定

　・流量：Q=0.19m3/s
　・有効落差：61.8m
　・出力：P=85kW

80円 34円 Ⅲ

37
浜田市金城町

波佐
周布川魚道

頭首工、魚道
売電

公共施設
(集会所)

　・流量：Q=0.74m3/s
　・有効落差：8.9m
　・出力：P=46kW

154円 34円 Ⅲ 51 邑南町井原
濁川

1級河川
売電 未定

　・流量：Q=3.31m3/s
　・有効落差：15.2m
　・出力：P=380kW

67円 29円 Ⅲ

39
益田市匹見町

道川

出合原用水
農業用用排水路

廃止発電所
売電

環境学習
（小学校）

　・流量：Q=0.08m3/s
　・有効落差：15.5m
　・出力：P=7.2kW

70円 34円 Ⅲ 55-2 津和野町後田
後田水路②

水路
自家

殿町ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ、
近傍の外灯

　・流量：Q=0.04m3/s
　・有効落差：4.7m
　・出力：P=1.2kW

246円 34円 Ⅲ

2
安来市広瀬町

石原
洞貫川

農業用用水路
売電 未定

　・流量：Q=0.6m3/s
　・有効落差：0.6m
　・出力：P=0.7kW

218円 34円 Ⅲ ※No,48及びNo.69は近傍系統の空き容量が不足する見込み 計　２３箇所

小水力発電導入調査（詳細調査）結果一覧表
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６．まとめ

１）小水力発電から見た島根の特性

・
・

・
・

・
・

地形が急峻
流域が小さく流量も少ない

　島根県は水資源が豊富だが、落差はあるものの流量が少ない
など、発電条件を満たす適地は少ない。

○平野部は流量が多い
流域が大きい
平坦で落差が小さい

○水資源が豊富
降雨量が多い
積雪による融雪水が多い

○山間部は落差がある ※気象庁統計資料平均値データより

（1981～2010）

※中国圏広域地方計画に関する意見交換資料より９ 



２）調査結果に対する考察

○詳細調査を実施した２３箇所のうち
      ・採算性がある箇所　　　　　　　　　　　 　　　　１箇所

      ・更なる検討を重ね、具体的な建設計画を

   　　立てた場合、採算の可能性がある箇所　　　８箇所

○上記は経済性の観点から評価を行ったものであるが、以下

   の観点から自家消費を前提に水力発電に取り組むなどの

　 事例は全国的にはある。

・地域の公共施設・外灯等の自家消費

・災害時における避難所等への非常用電源確保

・環境学習機会の創出　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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○また、規制緩和やメーカーによる水車の開発により、安価な水車

　 の技術開発・普及が進めば、将来的には上記以外の箇所も適地

   となり得る可能性はある。

○なお、本調査は、候補地を選定するための基礎調査として実施

　 したもので、権利関係など地元調整等を行ったものではないの

　 で、事業化に当たっては、現地の状況に応じたより詳細な発電

   計画の策定が必要である。
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